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(57)【要約】
　生体サンプル内のグルコースを検出するための方法お
よびシステムが開示される。これは、生体サンプルを光
源によって照明することと、サンプルからの透過光、透
過反射光、または反射光を、検出器によって収集するこ
とと、スペクトルデータ分析装置において、サンプル内
のグルコース以外の１つ以上の成分のスペクトルデータ
を生成することと、１つ以上の成分のスペクトルデータ
を、スペクトルデータ分析装置によって、グルコース以
外の１つ以上の成分のスペクトルデータからグルコース
の測定をもたらすために充分に分析することとを含んで
いる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体サンプル内のグルコースを検出するための方法であって、
　生体サンプルを光源によって照明するステップと、
　サンプルからの透過光、透過反射光、または反射光を、検出器によって収集するステッ
プと、
　スペクトルデータ分析装置において、サンプル内のグルコース以外の１つ以上の成分の
スペクトルデータを生成するステップと、
　１つ以上の成分のスペクトルデータを、スペクトルデータ分析装置によって、グルコー
ス以外の１つ以上の成分のスペクトルデータからグルコースの測定をもたらすために充分
に分析するステップとを含んでいる、方法。
【請求項２】
　照明の前または後で、光源を基準サンプルへと較正するステップをさらに含んでいる、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　光源が、レーザ、発光ダイオード、ハロゲンランプ、白熱ランプ、またはこれらの組み
合わせを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　照明が、生体サンプルを近赤外、中赤外、および可視光の領域のうちの少なくとも１つ
にある光源へと曝すことを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　照明が、生体サンプルを約４００ｎｍから約２５００ｎｍの範囲にある光源に曝すこと
を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　収集が、１つ以上の検出器によって透過光、透過反射光、または反射光を収集すること
を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　スペクトルデータの分析が、スペクトルデータについて脈動の分析を実行することを含
んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　スペクトルデータの分析が、スペクトルデータについて静的な分析を実行することを含
んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　分析が、１つ以上の成分の吸収の変化を、グルコース濃度の変化に対して数学的に比較
することを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　分析が、グルコースとの相互作用に関係しない吸収の変化について、１つ以上の成分の
スペクトルデータを除去することを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　生体サンプルが、人間の指、足指、耳たぶ、舌、および腕のうちの少なくとも１つの一
部分を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　生体サンプル内のグルコースを検出するためのシステムであって、
　グルコースとグルコース以外の少なくとも１つの成分とを含む複数の成分を含んでいる
生体サンプルと、
　生体サンプルを照明するように構成された光源と、
　サンプルからの透過光、透過反射光、または反射光を収集するように構成された検出器
と、
　（１）サンプル内のグルコース以外の１つ以上の成分のスペクトルデータを生成し、（
２）スペクトルデータを、グルコース以外の１つ以上の成分のスペクトルデータからグル
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コースの測定をもたらすために充分に分析するように構成されたスペクトルデータ分析装
置とを含んでいる、システム。
【請求項１３】
　光源が、レーザ、発光ダイオード、ハロゲンランプ、白熱ランプ、またはこれらの組み
合わせを含む、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　光源が、近赤外、中赤外、および可視光の領域のうちの少なくとも１つにある光を発す
るように構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　光源が、約４００ｎｍから約２５００ｎｍの範囲にある波長の光を発するように構成さ
れている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　検出器が、透過光、透過反射光、または反射光を収集するように構成されている、請求
項１２に記載のシステム。
【請求項１７】
　スペクトルデータ分析装置が、スペクトルデータについて脈動の分析を実行するように
構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１８】
　スペクトルデータ分析装置が、スペクトルデータについて静的な分析を実行するように
構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１９】
　スペクトルデータ分析装置が、１つ以上の成分の吸収の変化を、グルコース濃度の変化
に対して数学的に比較するように構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項２０】
　スペクトルデータ分析装置が、グルコースとの相互作用に関係しない吸収の変化に起因
すると考えられるスペクトルデータの部分を除去するように構成されている、請求項１２
に記載のシステム。
【請求項２１】
　生体サンプルが、人間の指、足指、耳たぶ、舌、および腕のうちの少なくとも１つの一
部分を含む、請求項１２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この特許出願は、２００８年３月２５日付の米国特許仮出願第６１／０３９，１７０号
の優先権を主張し、この米国特許仮出願の開示は、参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　糖尿病は、放置すると時間とともに神経、血管、眼、腎臓、および心臓などといった体
組織の多くを深刻に傷めることになる慢性疾患である。米国国立糖尿病消化器疾患腎疾患
研究所（ＮＩＤＤＫ）は、２００７年に米国の２３６０万人、すなわち人口の７．８パー
セントが、糖尿病を抱えていると推定している。世界的には、世界保健機関（ＷＨＯ）が
、１億８０００万人を超える人々が糖尿病を抱えていると推定しており、２０３０年まで
には３億６６００万人（米国については、３０３０万人）へと増加すると予想している。
ＷＨＯによれば、２００５年に、１１０万人が糖尿病によって亡くなったと推定される。
ＷＨＯは、糖尿病による死亡が、２００６年から２０１５年の間に、全体として５０％以
上も増加し、中流上位の収入の諸国において８０％以上も増加すると予測している。
【０００３】
　個人および社会全体にとって、糖尿病からの経済的負担はかなり大きい。米国糖尿病協
会によれば、２００７年の米国における糖尿病の年間の経済的な総コストは、１７４０億
ドルになると推定されている。これは、２００２年からの４２０億ドルの増加である。こ



(4) JP 2011-516118 A 2011.5.26

10

20

30

40

50

の３２％の増加は、金額が毎年８億ドル以上も増加していることを意味する。
【０００４】
　糖尿病の管理に不可欠な要素は、家庭の環境での糖尿病患者による血糖濃度の自身によ
る監視（ＳＭＢＧ）である。血糖レベルを頻繁に調べることによって、糖尿病患者は、薬
物、食事、および運動をより良好に管理して、長期的な負の健康の結果の抑制を保ちおよ
び防止することができる。実際、１，４４１名の糖尿病患者を数年にわたって追跡した糖
尿病の抑制および合併症の試験（ＤＣＣＴ）によって、毎日の複数回の血糖試験による徹
底的な管理プログラムに従った者は、標準的な治療群と比べて、糖尿病性の眼疾患を来し
た者がわずかに４分の１であり、腎疾患を来した者が２分の１であり、神経疾患を来した
者が３分の１であり、これら３つの合併症の初期状態をすでに抱えていた者において、病
状が悪化した者がはるかに少なかった。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｊ．Ｗａｇｎｅｒ、Ｃ．Ｍａｌｃｈｏｆｆ、およびＧ．Ａｂｂｏｔｔ、
Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ＆Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ、７（４）２００
５、６１２～６１９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、現行の監視方法は、分析に先立って皮膚を貫いて血液を引き出すという
不便かつ苦痛を伴う性質ゆえに、恒常的な使用をためらわせ、多くの糖尿病患者が、良好
な血糖の管理に必要な勤勉さを欠く結果となる。結果として、グルコース濃度の非侵襲で
の測定が、糖尿病の管理のための望ましくかつ有益な発展である。非侵襲での監視は、糖
尿病を抱える子供達にとって、毎日の複数回の検査を、苦痛がなくてより心地良いものに
する。２００５年に公開された研究（Ｊ．Ｗａｇｎｅｒ、Ｃ．Ｍａｌｃｈｏｆｆ、および
Ｇ．Ａｂｂｏｔｔ、Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ＆Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃ
ｓ、７（４）２００５、６１２～６１９）によれば、非侵襲の血糖監視装置によって、糖
尿病を抱える者が、より頻繁にＳＭＢＧを実行し、生活の質が改善されると考えられる。
【０００７】
　現時点において、信頼性が高くかつ手ごろな価格の非侵襲の血糖監視装置を開発するた
めに、学究界および産業界において集中的な努力が続けられている。非侵襲での血液化学
検出の１つの技法は、光スペクトルデータを集めて分析することを含む。分光法から得ら
れるスペクトルまたは他のデータからグルコース濃度などの血液の特性についての情報を
抽出することは、検出対象領域に血液以外の要素（例えば、皮膚、脂肪、筋肉、骨、間質
液）が存在するため、複雑な問題である。そのような他の要素が、これらの信号に、読み
取りを変化させてしまうような方法で影響を及ぼす可能性がある。特に、得られる信号の
大きさが、血液に対応する信号部分よりもはるかに大きくなる可能性があり、したがって
血液の特徴情報を正確に抽出する能力が制限される結果となる。
【０００８】
　一般的な考え方は、特定の波長における光吸収の変化を血糖濃度に相関付けることであ
るが、光吸収において同様の変化が、運動、薬物、感情、または体の化学的変化（内分泌
物のレベルなど）などの他の要因によっても生じ得るということを、無視している。結果
として、良好に管理された研究室の条件において得られる良好な相関が、市場に認められ
る信頼できる装置へと転換されていない。
【０００９】
　本発明は、上述の問題点の１つ以上を克服することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施形態は、生体サンプル内のグルコースを検出するための方法に関する。方
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法は、生体サンプルを光源によって照明するステップと、サンプルからの透過光、透過反
射光、または反射光を収集するステップと、サンプル内のグルコース以外の１つ以上の成
分のスペクトルデータを生成するステップと、１つ以上の成分のスペクトルデータを、グ
ルコース以外の１つ以上の成分のスペクトルデータからグルコース濃度の測定をもたらす
ために充分に分析するステップとを含んでいる。
【００１１】
　これらは、本発明の多数の態様のうちの一部にすぎず、本発明に関する多数の態様をす
べて挙げ尽くしたものと考えてはならない。
【００１２】
　本発明をよりよく理解するために、添付の図面を参照することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】生体サンプル内のグルコースを検出するためのいくつかの実施形態による方法の
ブロックフロー図を示している。
【図２Ａ】いくつかの実施形態による人間の指の動脈血の光吸収に対応するパルス波のプ
ロットを示している。
【図２Ｂ】いくつかの実施形態による人間の指の動脈血の光吸収に対応するパルス波のプ
ロットを示している。
【図３】いくつかの実施形態による水の吸収スペクトルのグラフを示している。
【図４】いくつかの実施形態による１２５０ｍｇ／ｄＬのグルコース溶液の吸収スペクト
ルのグラフを示している。
【図５】いくつかの実施形態による２５００ｍｇ／ｄＬのグルコース溶液の吸収スペクト
ルのグラフを示している。
【図６】いくつかの実施形態による水の差スペクトルのグラフを示している。
【図７】生体サンプル内のグルコースを検出するためのいくつかの実施形態によるシステ
ムを示している。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下の詳細な説明においては、例示としての多数の具体的詳細が、本発明の完全な理解
をもたらすために説明される。しかしながら、本発明を、これらの具体的詳細によらずに
実施でき、またはこれらの詳細にさまざまな変更を加えつつ実施できることを、当業者で
あれば理解できる。また、他の例において、知られている方法、手順、および構成要素に
ついては、本発明を分かりにくくすることがないよう、詳細な説明を省略している。
【００１５】
　本発明の実施形態は、非侵襲での血糖の検出のための方法に関する。グルコースの光吸
収は、約４００ｎｍから約２５００ｎｍの可視（Ｖｉｓ）および近赤外（ＮＩＲ）領域に
おいて、きわめて弱い。生体サンプル内のグルコースの濃度を、生体サンプル内のグルコ
ースによって引き起こされる光吸収の部分を割り出すことによって正確に測定することは
、光吸収のうちの他の成分による部分が、典型的には、２つの波長領域において、グルコ
ース直接的による部分よりも数桁も大きいため、きわめて困難である。しかし、グルコー
スは、ヘモグロビンまたは水など、サンプル内の他の成分の光吸収に変化を生じさせるこ
とができる。これらのグルコース以外の成分の光吸収の変化を、生体サンプル内のグルコ
ースの濃度を間接的に測定するために使用することができる。
【００１６】
　図１を参照すると、生体サンプル内のグルコースを検出するためのいくつかの実施形態
による方法のブロックフロー図が示され、全体として番号１００によって指し示されてい
る。フロー図の説明において、山括弧の中の数字＜ｎｎｎ＞が付された機能の説明は、こ
の数字を有しているフロー図のブロックを指している。生体サンプルを、光源によって照
明することができる＜１０２＞。次いで、透過光、透過反射光、または反射光を、サンプ
ルから収集することができる＜１０４＞。サンプル内のグルコース以外の１つ以上の成分
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のスペクトルデータを、生成することができる＜１０６＞。１つ以上の成分のスペクトル
データを、グルコース以外の１つ以上の成分のスペクトルデータからグルコース濃度の測
定をもたらすために充分に分析することができる＜１０８＞。
【００１７】
　照明＜１０２＞とは、生体サンプルを可視（Ｖｉｓ）、近赤外（ＮＩＲ）、または中赤
外のスペクトル領域の光源に曝すことを指すことができる。照明＜１０２＞のための波長
範囲は、例えば、約４００ｎｍから約１０，０００ｎｍの間に生じることができる。照明
＜１０２＞は、例えば、４００ｎｍから約２５００ｎｍまたは約４００ｎｍから約１００
０ｎｍの間で生じることができる。光源は、例えば、レーザ、発光ダイオード（ＬＥＤ）
、白熱ランプ、ハロゲンランプ、またはこれらの組み合わせであってもよい。光源は、複
数のレーザであってもよい。サンプルの照明＜１０２＞の前または後に、較正のために基
準サンプルを照明することができる。
【００１８】
　生体サンプルは、グルコースを含んでおり、またはグルコースを含む可能性がある人体
の任意の部分であってもよい。生体サンプルは、例えば、人間の指、足指、耳たぶ、舌、
または腕であってもよい。
【００１９】
　照明＜１０２＞の後で、透過光、透過反射光、または反射光を、サンプルから収集する
ことができる＜１０４＞。光を、１つ以上の検出器または光検出装置によって収集するこ
とができる。例えば、フォトダイオードのアレイを使用することができる。
【００２０】
　サンプル内のグルコース以外の１つ以上の成分のスペクトルデータを、生成することが
できる＜１０６＞。検出器が、検出器が受信した光の強さに比例する該当の電流信号を生
成することができる。検出器によって生成された電流信号を、アナログ電圧信号またはデ
ジタル信号など、他の形態の信号へと変換することができる。そのような信号を、知られ
ているプロセッサおよびアルゴリズムを使用して、スペクトルデータまたは吸収データへ
と変換することができる。
【００２１】
　１つ以上の成分のスペクトルデータを、グルコース以外の１つ以上の成分のスペクトル
データからグルコース濃度の測定をもたらすために充分に分析することができる＜１０８
＞。
【００２２】
　分光データの生成＜１０６＞および分析＜１０８＞を、脈動を利用した方法または静的
な方法を使用して実行することができる。
【００２３】
　脈動を利用したデータ生成および分析の方法は、現在所有されている２００８年１０月
３日付の米国特許出願第１２／２４５，２９８号明細書（参照により本明細書に組み込ま
れる）および２００８年９月１２日付の米国特許出願第１２／２０９，８０７号明細書（
参照により本明細書に組み込まれる）に記載されている。光が、人間の指などの生体サン
プルを透過するとき、筋肉、骨、脂肪、および血液などの指のさまざまな要素によって吸
収され、散乱させられる。しかしながら、人間の指による光の吸収は、心拍に対応する小
さな周期性のパターンを呈することが明らかになっている。
【００２４】
　図２Ａが、ユーザの心拍に起因する毛細血管内の動脈血の光吸収に対応するパルス波の
プロット２０２を示している。周期パターンの大きさは、検出器によって生成される全体
としての光電流に比べて小さいが、かなりの情報を、プロット２０２の周期パターンから
抽出することが可能である。例えば、人間の心拍数が毎分６０回であると仮定すると、脈
動の始まりとその脈動の終わりとの間の時間は、１秒間である。この１秒の時間の間に、
プロットは、最大値またはピーク２０４の読み取りと、最小値または谷２０６の読み取り
とを有する。プロットのピーク２０４の読み取りは、毛細血管に存在する血液の量が最小
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であるときに対応し、谷２０６の読み取りは、毛細血管に存在する血液の量が最大である
ときに対応する。周期的なプロットのピークおよび谷によってもたらされる光学的情報を
使用することによって、脂肪、筋肉（すなわち、たんぱく質）、および間質液などの体内
に存在するが毛細血管内に存在するわけではない主要な構成要素が、除外される。毛細血
管内に存在するのではないこれらの主要な構成要素は、１秒の時間の間に変化する可能性
が少ないため、除外される。換言すると、血液によって妨げられる光を、プロット２０２
のピークおよび谷にもとづいて検出することができる。図２Ａは、周期パターンを、縮尺
を拡大して示している。図２Ｂは、信号の振幅に関する周期パターンのより正確な反映を
示している。
【００２５】
　静的なデータの取得および分析の方法においては、光の吸収が、心拍に起因する光の吸
収の変動を取り除くために、ある時間期間にわたって平均される。グルコース濃度を、同
じデータ取得時間期間における異なる波長における平均の光吸収から、抽出することが可
能である。
【００２６】
　再び図１を参照すると、分析＜１０８＞は、１つ以上の成分の吸収の変化を、グルコー
ス濃度の変化に対して数学的に比較することを含むこともできる。分析＜１０８＞は、グ
ルコースとの相互作用に関係しない吸収の変化について、１つ以上の成分のスペクトルデ
ータを除去することを含むことができる。
【００２７】
　生体サンプル内のグルコースは、ＶｉｓおよびＮＩＲのスペクトル範囲においては弱い
光信号しか有さないため、本発明の方法は、グルコース信号の分析は試みない。グルコー
スは、血液内の１つ以上の成分と物理的または化学的に相互作用し、それらの成分の光信
号に、グルコース濃度に応じた変化を引き起こす。１つ以上の成分における変化を分析す
ることによって、サンプル内のグルコースの濃度を、割り出すことができる。
【００２８】
　実施例
　図３が、８５０ｎｍから１１００ｎｍの間の水のＮＩＲスペクトルを示している。強い
正のピークを、約９２０ｎｍから１０７０ｎｍの間に見ることができる。スペクトルは、
Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ（ＴＭ）　Ｌａｍｂｄａ－１４（ＴＭ）　Ｄｏｕｂｌｅ　Ｂｅ
ａｍ　ＵＶ－Ｖｉｓ－ＮＩＲ分光計（１９０ｎｍから１１００ｎｍ）によって得たもので
ある。走査速度を３０ｎｍ／分とし、スペクトル分解能を４ｎｍとし、１ｎｍにつき１つ
のデータ点を採取した。空気を基準とし、光路１ｃｍの石英キュベットに入れたＨＰＬＣ
品質の水を、サンプルとした。約０．０５であるスペクトルのベースライン吸収は、２つ
の空気／石英の界面および２つの水／石英の界面からの反射に起因している。
【００２９】
　図４は、ＨＰＬＣ品質の水中のアルファ－Ｄ（＋）－グルコースの１２５０ｍｇ／ｄＬ
の溶液の吸収スペクトルを示しており、図５は、ＨＰＬＣ品質の水中のアルファ－Ｄ（＋
）－グルコースの２５００ｍｇ／ｄＬの溶液の吸収スペクトルを示している。２つのスペ
クトルは、ＨＰＬＣ品質の水を収容した石英キュベットを基準として使用したことを除き
、図３の水スペクトルと同じ条件で得たものである。水の吸収への温度の影響を最小限に
するために、２つのグルコース溶液およびＨＰＬＣ品質の水を、分光計のサンプルチャン
バにおいて、測定に先立って４時間にわたって平衡させた。
【００３０】
　図４および図５の両方が、１２５０ｍｇ／ｄＬのグルコース溶液においては約－０．０
０１８であり、２５００ｍｇ／ｄＬのグルコース溶液においては約－０．００３０である
大きな負のピークを、約９６０ｎｍに有しているのを示している。この負のピークは、こ
の領域のグルコースの光吸収によって引き起こされているのではない。むしろ、グルコー
スの存在に起因する水の吸収の変化の結果である。これは、図６のシミュレーションによ
る水の差スペクトルによって裏付けられる。シミュレーションによる水の差スペクトルは
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、図３の水スペクトルのすべてのデータ点を手動で赤方向に１ｎｍだけずらし、次いで元
の水スペクトルを赤方向にずらしたスペクトルから引き算することによって得られている
。図６は、図４および図５のものにきわめてよく似たピーク形状を有している９６０ｎｍ
に中心を有する負のピークを示している。
【００３１】
　図７は、全体が番号７００によって指し示されている本発明の実施形態を実行するため
の典型的な装置を示している。図７のシステムは、光源７０１、生体サンプル７０３、検
出器７０５、およびスペクトルデータ分析装置７０７を備えている。光源７０１は、例え
ば、レーザ、発光ダイオード（ＬＥＤ）、白熱ランプ、ハロゲンランプ、またはこれらの
組み合わせであってもよい。光源は、複数のレーザであってもよい。生体サンプル７０３
は、人間の指、足指、耳たぶ、舌、または腕であってもよい。検出器７０５は、幅広くさ
まざまである光検出器のいずれかであってもよく、例示の例として、これに限られるわけ
ではないが、フォトダイオードのアレイが挙げられる。スペクトルデータ分析装置７０７
は、スペクトルデータを本明細書に記載のとおりに分析できる任意の装置であってもよい
。スペクトルデータ分析装置７０７の例示の例として、これに限られるわけではないが、
９０ｄＢのダイナミックレンジおよび１００ｋＨｚのリアルタイム帯域幅を有するシング
ルチャネルの１００ｋＨｚ　ＦＦＴスペクトルアナライザであるＳｔａｎｆｏｒｄ　Ｒｅ
ｓｅａｒｃｈ　ＳｙｓｔｅｍｓからのＳＲ７６０（ＴＭ）を挙げることができる。
【００３２】
　このように、新規な発明のいくつかの実施形態を示して説明した。以上の説明から明ら
かであるとおり、本発明の特定の態様は、本明細書において示した例の特定の詳細に限定
されず、したがって当業者であれば、他の変更および応用またはそれらの均等物に想到で
きると考えられる。用語「有する（ｈａｖｅ）」、「有している（ｈａｖｉｎｇ）」、「
含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」、および「含んでいる（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、ならびに
同種の用語は、本明細書において使用されるとき、「必要である」という意味ではなく、
「随意である（ｏｐｔｉｏｎａｌ）」または「含んでもよい」という意味で使用される。
しかしながら、本発明の構成について、多数の変化、変更、変種、ならびに他の用途およ
び応用が、本明細書および添付の図面を検討することで、当業者にとって明らかになる。
本発明の技術的思想および技術的範囲から逸脱しないそのような変化、変更、変種、なら
びに他の用途および応用はすべて、以下の特許請求の範囲によってのみ限定される本発明
によって包含されると見なされる。
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月8日(2009.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体サンプル内の血糖を検出するための方法であって、
　生体サンプルを光源によって照明するステップと、
　サンプルからの透過光、透過反射光、または反射光を、検出器によって収集するステッ
プと、
　スペクトルデータ分析装置において、サンプル内の血糖以外の１つ以上の血液成分のス
ペクトルデータを生成するステップと、
　１つ以上の血液成分のスペクトルデータを、スペクトルデータ分析装置によって、血糖
以外の１つ以上の血液成分のスペクトルデータから血糖の測定をもたらすために充分に分
析するステップとを含んでいる、方法。
【請求項２】
　照明の前または後で、光源を基準サンプルへと較正するステップをさらに含んでいる、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　光源が、レーザ、発光ダイオード、ハロゲンランプ、白熱ランプ、またはこれらの組み
合わせを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　照明が、生体サンプルを近赤外、中赤外、および可視光の領域のうちの少なくとも１つ
にある光源へと曝すことを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　照明が、生体サンプルを約４００ｎｍから約２５００ｎｍの範囲にある光源に曝すこと
を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　収集が、１つ以上の検出器によって透過光、透過反射光、または反射光を収集すること
を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　スペクトルデータの分析が、スペクトルデータについて脈動の分析を実行することを含
んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　スペクトルデータの分析が、スペクトルデータについて静的な分析を実行することを含
んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　分析が、１つ以上の血液成分の吸収の変化を、血糖濃度の変化に対して数学的に比較す
ることを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　分析が、血糖との相互作用に関係しない吸収の変化について、１つ以上の血液成分のス
ペクトルデータを除去することを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　生体サンプルが、人間の指、足指、耳たぶ、舌、および腕のうちの少なくとも１つの一
部分を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　生体サンプル内の血糖を検出するためのシステムであって、
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　血糖と血糖以外の少なくとも１つの血液成分とを含む複数の血液成分を含んでいる生体
サンプルと、
　生体サンプルを照明するように構成された光源と、
　サンプルからの透過光、透過反射光、または反射光を収集するように構成された検出器
と、
　（１）サンプル内の血糖以外の１つ以上の血液成分のスペクトルデータを生成し、（２
）スペクトルデータを、血糖以外の１つ以上の血液成分のスペクトルデータから血糖の測
定をもたらすために充分に分析するように構成されたスペクトルデータ分析装置とを含ん
でいる、システム。
【請求項１３】
　光源が、レーザ、発光ダイオード、ハロゲンランプ、白熱ランプ、またはこれらの組み
合わせを含む、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　光源が、近赤外、中赤外、および可視光の領域のうちの少なくとも１つにある光を発す
るように構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　光源が、約４００ｎｍから約２５００ｎｍの範囲にある波長の光を発するように構成さ
れている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　検出器が、透過光、透過反射光、または反射光を収集するように構成されている、請求
項１２に記載のシステム。
【請求項１７】
　スペクトルデータ分析装置が、スペクトルデータについて脈動の分析を実行するように
構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１８】
　スペクトルデータ分析装置が、スペクトルデータについて静的な分析を実行するように
構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１９】
　スペクトルデータ分析装置が、１つ以上の血液成分の吸収の変化を、血糖濃度の変化に
対して数学的に比較するように構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項２０】
　スペクトルデータ分析装置が、血糖との相互作用に関係しない吸収の変化に起因すると
考えられるスペクトルデータの部分を除去するように構成されている、請求項１２に記載
のシステム。
【請求項２１】
　生体サンプルが、人間の指、足指、耳たぶ、舌、および腕のうちの少なくとも１つの一
部分を含む、請求項１２に記載のシステム。
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